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 色素稀釈法による心拍IU量の測定は,1897年s・しewar七によって提唱され,1929年
 Hami■℃onらにより方法が確立された。その後耕しい色素剤が開発され技術面での進歩に伴い,
 現在では色素の注入・記録部位を任意に選択でき・1轍尺曲線を連続直記することが可能となったol
 稀釈曲線を記録する場合,Earpエece型Densi七〇meterを用いる方法(EarPエece法)
 と,Cu・vette型Densi七〇皿e七erを用いる方法(Cuve“e法)の二法があるが,筆者
 はこの二法を用いて心拍出量を同時測定してその纏を比較し,夫々の稀釈曲線・の形状の特徴を分
 析し,測定値障もつとも重大な影響を及ぼす濃度較正に関し,何れの方法が妥当かを再現性,循
 環血液量,Dynalnic較正法の応用などから検討した。色素剤は2%Gooma臼sieB■uoを使用・一
 注入方法は筆者の考案した注入器に色素295"酵を充たし,生理食塩水10肌Zで急速注入し
 た。稀釈曲線の連続記録は,Earpiece法ではFrma光学石製DOn6i七〇皿e七〇r,Guve一
 七七e法では1長動豚より血.液を足速吸引し,α・iユford』仕疹建Guve芯七〇型Donsi七〇me七er
 (Mod-eユ105一工R)に導き,何れもSanbor且袖裏Twin一▽isoca,rd.ie七七elて直記し一
 戸二〇各々の稀釈曲線は1秒間隔に基線よりの振幅を実測し,片対数表に転記してLiユienfi侃α&
 Kovachの計算法より初循環曲線下の面積を算思した。双曲線から心拍i.当量を定塗するには曲線・
 の振幅を色素濃度に換算する必要があり,Earpioce法の1鳴合には終末濃度較正法,GUVe一.
 tte法では終末観慶鞍正法と全血濃度il麺IE法の二法を用いた。.終末濃度較正に際しては,色素.
 注入後縮訳曲線が基線と平行した時点で採血し,血清色素濃度を求め,その時点の曲線の振幅と
 対比した。全血濃度較正の場合は,被検者の血液から既知炭凌色素溶液を作り,Cu.ve耽eを
 通して吸引して色素濃度を曲線の振!隔に換算した。心拍出章はHami工℃onらの方法に準じて算
 出した。検査対象は短絡性,逆流性心疾患を有しない諸種疾患々者56例(肺勤豚注入14例,
 股静豚注入22例)であった。
 肺動豚注入Earpieco曲線及びCUVe'ヒ七e曲線から終末濃度敦正法で算出され1こ心拍出量値
 (ま,Ear工)iecel去で550L/min,～42、77L/mi且,平4勾6.g5L/皿工n,,Guve'じ'じe法で・
 は4.76L/m土n、～得.45L/min.,平均Z25L/min,℃26回の測定中21回まで両者は±
 25%以内に一致しジ始曲諒〔D諸因子分析より,GUvet・薗曲線に比し時llll因子は何れも短か
 く,譲度彦這イヒ仁tジくきく,曲蓋家の形は1急11麦なること7鉾矢口られン知が,実測」され,π誼丁鶴tと曲孟浪}1遊ラ障の1長
 il頻との!七は,i{」&rP土ece超ll海iて平ゴ与1,l15Z8±rlO,85,Guvo七te巨tll隷で55.5±954
 と一致した。このことは山海この形ヵ響=』なってもと.萎一にレ輩乏が・壽L..レ'コ:磁合1'こ1よ算ILlされ定心壬1逓上粒重力く
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 等しくなることを意味する。Earpiece法と,Cu.ve't七9全血濃度鞍橋法で心拍出量を算
 出しπイ直は,前者でゑ50L/通in.～て巳、09L/m土n.,平均6.70L■min,・衡音で2・41L/min・
 ～8.90L/min.,平均5.90L/min.と在り,26回の測定中20回までSarpiece法の「直
 がGuve七七e全血眼度較正法のそれを上廻り,平均16%大きく算定された。鍾現・1生はEaτ一
 piece法では7=0.605とばらつきを示し、euve耽e全血眼度較正法ではr鶉α89.0と
 優れた再現性を1有'し元。このはらっきの原因として・濃度較正法の」任農に基くことは男らかであ
 り,血管外漏出の少ないT-1824(Eva血sB■ue)とGoomassieBユUeを注入し,
 夫為1分後に採血して得られた色茶濃度から求めた循環血液量を比較し定結果,17回の測定中
 16回は±25%以内に一致し,色素の排泄が早期に起るπめに心拍出量が過大に評価されるの
 ではない,ことが知られπ。又,Earp玲ce法で測定喧の再現性に乏しい理由として・耳朶の
 温度変化,発汗の有無,厚さ,蒲色左どの個人差,更に』豆絞02飽和度の変化,E&rpi∂eeの
 動揺喰どによる基線のズレたどが誤差の介入する原因と考えられπo一方、SPa且ingらの導
 入したDynam土。較正法を応用して基礎実験を行たうと共に本法を人体に適用して,全血濃度
 較正法の慨を比較してその妥当性を検討しアヒ(〕この方法は特殊なσaユ掬r呂七io且εyε七er丘
 を通して得られる備ミ曲線の面積と被検者からの面積との比率から心抽出量を求めるもので・採
 血の必要が全く食い。筆潜が独自に作製した肌OW皿oao■において水と生血による
 実験オ,ら、水では流速と無関係に満足すべき成臓が得られた。牛血では水に較べると
 バラツキが大であったが。聴碗te内⑳腿は稀釈曲線下の面積の再現樹こ影響なか
 った022例の臨床例を対象として,色素を股静豚に注入,股動豚より吸引して,σuve七七e
 曲線を記録し.,.引き続きF].owmOd-olを股動肪くとCuvo'じ七eの間に設置し色素0忍〃θを
 動1泳側より息遣注入し,64皿L■mi鳥のヌお速で吸引,GUvet七eを通してラ鹸沢曲隷を記録し・
 1卜垣法による心拍出⊥上ll豊を比較した048圏の測定にお・いて,Dyna皿エ。較正法で2・52L■f旺11.
 ～11,11L/min.,平均5、58L■min.,Guvo'馳e全.血淡変物正法で2・47L■nエn.～a49
 L/皿in.,平均5.60L/min.と両者はかなりの順相関を示し(r#0・815),再現性は潮音
 でr=0.925,後者でr二〇.865であった。
 以上から,1)EarpieCe曲線とCuve耽。曲線を比較すると,後者は時間因子が短ゆく・
 形は急1駿であるが,終末1長凌と面積の北西よ一定であっπ02)Earpiece法とCu・マ9七te
 金∫麗壌事疵灘よる心才自雌鶴髄は平均1於嚇渚が稲%高く算定された。5)測定!直の
 再現】撤,.Earpエece法では低率で,・uve偽金血挺渡較」E法で優れていた。4)D5』
 nam至轍正法の幽談倹の{課,本法は±冗%以内の棚ホ雄を有することが知られた・
 .5)D7n乱皿ic較正法と(憤vo七te金敷濃度較正法の値敏優れた願相関を示し・た。6)ou一一
 vo七・加金ゴIL濃度較正1去が終末濃度較正怯実顔孟窺磐越正法として適正であると帰結された。
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 審査結果の要旨
 著者は,色素稀釈法による心拍出量測定に謝ハて稀釈曲線の振幅を色素濃度に換算する方法,
 すなわち濃度較正法に関する検討をむこなった。第1編ではE&rpieCe法とCuve批9法
 で同時に心拍出量を測定した成績を比較し,次の結論を得ている。1)Earpiece法と
 Guve七te終末濃度較正法から算出した値は平均値では殆んど差なかったが,相関度は低値を
 示した(r=O.622)。2)Earpioce法とCuve“e全血濃庭較正法による心拍出量
 は平均値で16%前者が高く算出され,相関係数もr=0.611と低値であった。5)測定値の
 ・再現性は,終末濃度較正法(Earpiece法でr罪&605,0uv6“e終末濃度較正法で
 r皿O.662)で低く,全血硬度較正法で著しく高かった(r=0・890)。著者鳳,Ear-
 pieceが劣る因として,呼吸・Earpieceの動揺による稀釈曲線の不安定性を指摘してい
 る。第H編に沿いて著者は採血を必要としないDy'na皿ic較正法を八体に応用して,eu▽e-
 tte全血瓶裏較fE法の妥当性を検討し,次の結論を得ている。1)Dyna皿ic較正法と
 Guvo七te全血濃度較.正法から算出した心拍墨,量は,平均値で砥ぼ一致し,高い順組閣・(7
 認O.815)を示した。2)測距値の再現性は,Dynamic較正法でO,925,Gu▽θ'じto
 全!倉L濃度較正法で0.865であった。5)従って終末濃度較正法と全血濃度較正法とでは,後者
 が濃度較正法として適正である,と。
 Dy『namic較正法では面積の比較だけで心拍出量が算出されるが,面積計算の繁雑さは避け
 られない。そこで著:者は第選編でGOmput;6rを試用し,面積の実測イ直と比較し,両測定イ直の
 優れた相関性(r=0,917)と再現性(r皿0.910)及びその簡略性の故にOo通pu七er
 はDynamic較正法π有用であり,実用化の可能性ありとしている。
 以.上の知見が臨床例に赴いて実証されたことは意義深ぐ,充分学位授与に値すると考える。
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